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講義名 教養特講Ⅰ（現代日本政治史）

教養特講科目区分

村上　友章担当教員

2単位数

前期 月曜日 ３時限開講期・曜日・時限
2019年度 人間社会学部 人間健康学科／2019年度 人間社会学部 観光学科／2019年度 人間社会学部 人間社会学
科／
2019年度 経済学部 経済情報学科／2019年度 経済学部 経済学科／2019年度 商学部 マーケティング学科／
2019年度 商学部 経営学科

主題と概要
本講義では、政治を切り口にして日本の現代史を学ぶ。大学での学びにおいては、どのような分野を
専攻するにせよ、現代政治の動向に関する基本的知識は習得しておくことが望ましい。もちろん、そ
れは社会人としては当然、身につけておくことが期待される教養の一種でもある。だが、中学校や高
等学校などにおいては、ごく最近の政治史を教わる機会に恵まれることは少なかったのではないだ
ろうか。そこで1年生を対象とした本講義では、歴代首相のリーダーシップと政権交代をめぐる権
力闘争を中心に、平成期（1989年～2019年）の日本政治の流れを大まかに振りかえっておきたい。
基本的に毎回の授業は、教科書の予習を必須としつつ、①小テスト、②解説、③映像資料の視聴、④ディスカッショ
ンというステップで進めて行く。

到達目標
現代史の知識を補完することに加え、これからの学生生活に不可欠である教科書の読解力やコミュニケーション能力
の強化を図ることが本講義の目標である。

提出課題
・基本的に毎回、予習として教科書の該当箇所を読み、「読書シート」を作成して提出する。

履修にあたっての注意・助言他

評価は、小テスト（５０％）と期末試験（５０％）を合算して行なう。
教科書および講義で説明された内容が正確に理解できているかどうか、そのうえで自分なりの立場や見解が論理的に
説明できているかどうかが、評価の基準となる。

評価の基準

授業内で小テストとグループディスカッションを行うので、予習は必ず行って参加することになる。
まじめに参加すれば、コミュニケーション能力、読解力は必ず身につく授業である。

講義コード 13015履修開始年次 １年生

教科書

.現代日本政治史.

プリント資料及び参考文献
授業中に紹介・配布

薬師寺克行 有斐閣 2592 978-

１、授業概要
２、現代日本政治　
３、保守二大潮流の系譜
４、豊かさの分配
５、細川連立政権
６、自民党の復権と村山内閣
７、戻ってきた自民党、民主党の誕生
８、自民党政治の停滞
９、小泉内閣と構造改革
１０、小泉改革を可能としたもの
１１、変貌する安保政策
１２、民主党政権の誕生
１３、 民主党政権の混迷
１４、再び政権交代
１５、「平成」後の日本政治

授業計画

・履修生のリクエスト等に応じて、授業計画は柔軟に変更することもありうる。

備考

予習・復習

・提出課題である「読書シート」の作成に2時間、復習に1時間を当てることとする。


